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当麻町立図書館（☎84－２５６６）
ホームページ　http://lib.net-bibai.co.jp/tohma/

●休 館 日　毎週月曜日／年末年始／祝祭日(11／３を除く)
　　　　　　特別整理期間
●開館時間　午前９時30分～午後５時15分
　　　　　 (木曜日は午前11時～午後７時)

Another 2001	 綾辻行人

イノセンス	 小林由香

今も未来も変わらない	 長嶋有

生まれつきの花	 似鳥鶏

沖晴くんの涙を殺して	 額賀澪

風よあらしよ	 村山由佳

家族のあしあと　続	 椎名誠

鏡影劇場	 逢坂剛

銀齢探偵社	 中山七里

暗闇にレンズ	 高山羽根子

孔丘	 宮城谷昌光

この本を盗む者は	 深緑野分

三度目の恋	 川上弘美

シグナル	 山田宗樹

自転しながら公転する	 山本文緒

スター	 朝井リョウ

象牛	 石井遊佳

ちよぼ	 諸田玲子

同姓同名	 下村敦史

隣はシリアルキラー	 中山七里

日没	 桐野夏生

始まりの木	 夏川草介

滅びの前のシャングリラ	 凪良ゆう

もっこすの城	 伊東潤

やがて訪れる春のために	 はらだみずき

汚れた手をそこで拭かない	 芦沢央

ワカタケル	 池澤夏樹

わたしが消える	 佐野広実

ワトソン力	 大山誠一郎

われもまた天に	 古井由吉

ＳＤＧｓのきほん　５・６	 稲葉茂勝

劇場版鬼滅の刃　無限列車編	 矢島綾

ぎょうれつのできるスパゲッティやさん	 ふくざわゆみこ

こころキャラ図鑑	 池谷裕二

コんガらガっちなにになってすすむ？の本	 ユーフラテス

せとうちたいこさんふじさんのぼりタイ	 長野ヒデ子

日本どっちからよんでも	 高畠純

ハロウィンのかぼちゃをかざろう	 トート

ほげちゃんとおともだち	 やぎたみこ

ママ、どっちがすき？	 織田りねん

新 　刊 　書

新刊児童図書

　東京中央銀行大阪

西支店・融資課長の半

沢直樹のもとに、大手

ＩＴ企業から美術系

出版社の買収の案件

が持ち込まれた。大阪

営業本部の強引な買

収工作に抵抗する半

沢は、背後に潜む大き

な秘密に気づき…。今

年また日本を熱くし

たあの男が活躍する

シリーズ最新作！

半沢直樹　アルルカンと道化師
池井戸潤

　アニメ製作プ

ロデューサーの

渡瀬は念願だっ

たＳＦ小説のテ

レビアニメ化に

着手するが、業界の抱える

「課題」が次々浮き彫りに

なり、窮地に…。『罪の声』

の著者が描くアニメに懸け

る男たち。

　自然、歴史、

文学、科学、芸

術、伝統文化、

哲学思想。１週

間で７分野。１

日５分だけ、自分の教養を

耕す時間にあててみよう。

１年後に日本への好奇心と

知識が身につきます。

１日１ページ、読むだけで身につく日本の教養３６５
齋藤孝

ピックアップ！今月の３冊

デルタの羊
塩田武士

マスコットキャラクター
「TO－マン」と「ライちゃん」

　2020年に作家デビュー10周年を迎え現在、新作を12カ月連続刊行中
の男性小説家・中山七里さんは音楽ミステリーから、サスペンス、警察小
説など幅広く執筆し、その世界観や登場人物はさまざまな作品に登場して
います。
　子どもの頃から本に親しみ、やがて和洋問わずミステリー小説にのめり
こみ、高校時代から執筆を始めますが、大学時代に江戸川乱歩賞に応募す
るも落選し、就職とともに執筆から一旦離れました。その後、2006年に小
説家・島田荘司のサイン会をきっかけに執筆を再開、そして48歳での小説
家デビューを果たし、『連続殺人鬼カエル男』などのヒット作を書き続けて
います。
その他在館本：『切り裂きジャックの告白』、『笑え、シャイロック』他
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昭和・平成・令和を駆け抜ける作家たち
　元号が令和に変わり、昭和はますます遠い時代になっています。今回
は昭和から令和に至るまで活躍を続ける作家さんを紹介します。
作　家　名 生　年 デビュー 在館図書

赤川次郎 昭和23年 昭和51年 『三毛猫ホームズ』シリーズ他

五木寛之 昭和７年 昭和41年 『大河の一滴』他

石原慎太郎 昭和７年 昭和31年 『天才』、『弟』他

大江健三郎 昭和10年 昭和32年 『取り替え子』他

今野敏 昭和30年 昭和53年 『隠蔽捜査』シリーズ他

佐藤愛子 大正12年 昭和25年 『九十歳。何がめでたい』他

瀬戸内寂聴 大正11年 昭和31年 『奇縁まんだら』シリーズ他

曽野綾子 昭和６年 昭和26年 『幸せの才能』他

田中芳樹 昭和27年 昭和53年 『天笠熱風録』他

西村京太郎 昭和５年 昭和36年 『十津川警部』シリーズ他

東野圭吾 昭和33年 昭和60年 『容疑者 Xの献身』他

平岩弓枝 昭和７年 昭和34年 『御宿かわせみ』シリーズ他

村上春樹 昭和24年 昭和54年 『１Ｑ８４』他

森村誠一 昭和８年 昭和44年 『棟居刑事』シリーズ他

吉本ばなな 昭和39年 昭和62年 『アムリタ』他

　少なくとも 30年以上、長ければ 70年もの長きにわたり書き続ける作家の
皆さんがどれだけ多くの人々に愛されてきたのかが伝わります。今月は図書
館で上記の方々を含め、三つの時代を駆け抜ける作家の特集をしています


